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早くも 2ヶ月が過ぎようとしています。来月は各学年最後の月ですね。こども達の良き成長の証

が見られるよう，この後の時間を有意義に過ごしましょう。そして，4月からの生活を順調にスタ

ートできるようにしましょう。今月号は受験期の保護者の接し方についての特集です。 
 

１ 受験期の子供との接し方 
 

思春期真っただ中，更に受験が重なって親子間がうまくいかないと悩む方も多いと思います。受

験期を振り返って「親に感謝していること・嬉しかったこと」「親に言われたくなかったこと・嫌

だったこと」についての資料がありましたので，ご紹介します。同じ言葉や行為でも，子どもの受

け止め方はそれぞれです。ここではさらに「こんな親でいてほしい！」という子どもの側からの希

望も聞いてみました。親子のコミュニケーションの参考にしてください。 
 

親に感謝していること・嬉しかったこと 
 

A 信じてくれた（任せてくれた） 

・ あまり受験の話はせず，自分の健康のことを考えてくれたこと。自分の勉強に集中させ

てもらってよかったと思う。 
 

B 生活面でサポートしてくれた 

・ バランスを考えた食事で体調管理をしてくれたことや，受験本番前は他の家族も風邪な

どひかないよう対策してくれていたこと。 
 

C 精神的に支えてくれた 

・ 就寝しに行くと，今まで見ていたテレビを消してくれたこと。 
 

D 受験・勉強をサポートしてくれた 

・ 自分が関係する受験情報をいち早く入手し，小言を言うわけではなく真摯に伝え，話し

合ってくれているときに協力してもらっていると感じた。 

E 嬉しかった「励まし」の言葉 

・ 直前に，「今までやってきたんだから大丈夫」と言われたこと。 
 

親にいわれたくなかったこと・嫌だったこと 
 

A 過干渉 

・ 成績が悪いと私自身よりも絶望すること。 
 

B 無知・無関心（突き放された） 

・ 勉強中に部屋に入ってきて勉強に全く関係ないことを話し出すこと。また，真剣に話し

ていることを冗談のように扱われたこと。 
 

C 他者（兄弟・友だち）との比較 

・ 高校の友達と，成績を比べる発言。 
 

D お金の愚痴 

・ 子どもとしても費用がかかることは申し訳なく思っているのに，「お金かかるんだから

～」などと言われた。 
 

E かみ合わない（タイミングが悪い） 

・ 僕が必死になって志望校合格のために勉強しているにもかかわらず，「受かるわけない」

とか「無謀だ」とかネガティブな気持ちにさせてやる気を削ぐこと。 

F 傷ついた言葉・プレッシャーを感じた言葉 
 

・ 受験の結果が出る前に「一回挫折を味わった方がいい」。 
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こんな親でいてほしかった！ 
 

A 生活 

・ いつも笑顔でいること。 
 

B 知識 

・ 私が受験する大学についての情報をもう少し把握してほしかった。ただ「頑張れ」では

なく真剣に悩みを聞いてほしかった。 
 

C 子どもへの接し方 

・ いちいち干渉せず静観していてほしかった。 
 

上記に挙げたものは一例ですが，子ども達は保護者の方の何げない言葉を真摯に受け止め，それ

に基づいて進路決定をしていることも多々あります。本人及び保護者の双方が最良と考える進路実

現のためには，相互協力しなければかなえることができません。高校 3年生の進路決定は精神的自

立のための大きな一歩ですから，ご家庭として，子どものより教育者，且つ支援者として，自立を

促してみましょう。 

 

２ 受験生と保護者の意識のずれ 
 

保護者の方は子どもにとって最良の進路実現を願っていると思います。経済的に豊かになって

いる時代，以前より，子ども達は

進学や就職にそれほど執着しない

傾向にあるそうです。それがフリ

ーターやニートが増加する一因に

もなっています。それでは，どの

ような意識のずれがあるのでしょ

うか。現代の高校生の意識を垣間

見てみましょう。これからの在り

方を考える良い機会となると思い

ます。素晴らしい進路実現のため

にも，安易な進路選択にならず，

その経験や，経験を通じて獲得し

たものを大切にして，新たな生活

をスタートしてほしいと思いま

す。 

 

３ ２学年 第 1 回小論文講座が開催されました。 
 

2月 15日（土）に 2年生を対象とした第 1回小論文講座を，伯耆忠安先生をお招きして行いま

した。その中で，小論文の基本的な知識や今後どのように取り組むべきか等について話されました。

さらに，実際に提出された小論文を添削・解説することで，小論文の奥深さについて語っていただ

きました。生徒達にはこれからの学習や生活に対しての姿勢を考え，自らを高めることを意識しな

がら高校生活を送って欲しいと思います。 

 

４ 今後の予定 
 

2 月 25日（火）～  国公立大学前期日程開始 

2月 28日（金）   教育振興会表彰式・卒業証書授与式予行 

3 月 11日（土）   第 52回卒業証書授与式 

3 月 18日（土）～  公立大学中期日程開始 

3 月 12日（水）～  国公立大学後期日程開始 
 

 

進路に関する情報・資料をご希望の場合はお気軽に進路指導課までお知らせください 


